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Efforts of JFE STEEL

製造実力の向上に一層の磨きをかける

設備投資により国内製造基盤のさらなる強化を行い、安定生産やコスト削減、高級鋼へのプロ
ダクトミックスシフトを推進します。

前中期より実施してきた製造実力の向上に一層の磨きをかけ、将来的にJFEブランド
5,000万トンへと拡大していくとともに、ROS（売上高経常利益率）を10%に向上させます。 

アジアを中心とする海外プロジェクト投資による収益拡大と、技術優位性に基づいた重点分野
での事業展開を進めていきます。

上工程を中心とした革新的なプロセス技術の開発によるコスト削減と、データサイエンスを活用
したプロセス制御などによる生産安定化に取り組みます。

国内製造基盤の強化

海外事業の推進

技術開発力の強化

お客様志向の
販売活動強化

技能伝承と
人材育成の継続

● 設備更新投資の継続
● コークス炉更新など、投資効果による
　コスト削減
　（1,100億円／３ヵ年規模）
● 高級鋼比率の向上
● 製鉄所システムの刷新

6,500億円/3ヵ年規模（対前中期 +1,700億円）国内設備投資

● 安定的な製造体制
● 収益向上合理化投資の継続
● プロダクトミックスの改善
● 業務の抜本的改革

重
点
3
分
野

自動車 グローバル調達対応を加速 中国・タイ・インドネシア・インド・北米

北米・UAE

ベトナム

事業方針 重点地域

需要地にて事業展開

アジアにターゲットを絞り事業展開

エネルギー

インフラ建材

自動車

エネルギー

インフラ建材

重
点
3
分
野

自動車 超ハイテン開発と海外拠点での製造推進

開発方針

革新的TMCP技術を活用した高機能厚鋼板、磁気特性に優れた高機能電磁鋼板

外観・機能に優れた建材新商品、耐震性・施工性に優れた鉄鋼建材

エネルギー

インフラ建材

自動車

エネルギー

インフラ建材

常に新たな価値を創造し、常に新たな価値を創造し、

お客様とともに成長するお客様とともに成長する

グローバル鉄鋼サプライヤーを目指しますグローバル鉄鋼サプライヤーを目指します

第5次中期経営計画では、「製造実力の更なる向上」「世界をリードする技術開発

力強化」「お客様志向の販売活動強化」「海外事業の推進」「技能伝承と人材

育成の継続」を主要施策として掲げました。

当社は、上工程を中心とした設備の更新を着実に実行し、

多様な人材を採用・育成することで国内の製造基盤をさらに強化するとともに、

メキシコやベトナムなど今後経済発展が見込まれる地域に

積極的に投資し、ＪＦＥのプレゼンスを高めてきました。

また、グループ会社を含めたJFEの総合力を発揮するため、

グループ会社の再編や共同での商品開発・販売活動を展開してきました。

今後も社会の変化に柔軟に対応し、収益基盤強化を進めてまいります。

これらの取り組みは によって支えられています。
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Efforts of JFE STEEL-1

国内製造基盤の整備国内製造基盤の整備

工程

上工程

熱延

システム

エネルギー

倉敷

倉敷

第３コークス炉 2016年1月稼働

稼働済 今後稼働予定

2015年7月稼働

2017年3月稼働

2017年3月稼働

2016年10月稼働

５次中期

2018年中
（稼働予定）

2019年中
（稼働予定）

2019年度下期
（稼働予定）

2018年度下期
（完成予定）

第2コークス炉

第6コークス炉A団

第6コークス炉B団

第3焼結機

5号加熱炉

西発電所4号機

扇島火力発電所1号機

千葉

千葉

京浜

製鉄所基幹システム（第1期）

福山

地区 設備 15年度14年度 16年度 17年度 18年度 19年度

仙台

東日本製鉄所

西日本製鉄所 知多製造所西宮工場

福山地区

倉敷地区
●第3コークス炉
●第２コークス炉
●熱延５号加熱炉

千葉地区
●第6コークス炉A団
●第6コークス炉B団
●西発電所4号機

京浜地区
●扇島火力発電所1号機

●第3焼結機

仙台製造所
NEW

ＪＦＥ プラントエンジ
JFEメカニカルとJFE電制の統合

2016 年 4 月2016 年 4月

ＪＦＥ 溶接鋼管
ＪＦＥ スチール・JFE 鋼管・川崎鋼管の小径電縫管事業の統合

棒線事業の統合

グループ再編 ～新たな時代に向けたシナジーを追求して～

機械系（JFE メカニカル）、電気・制御系（JFE 
電制）のメンテナンス・工事、エンジニアリング
を統合し、製鉄設備の保全と更新を担う中核
会社としての体制を強化しました。また、事業
規模をさらに拡大することで、競争力と新しい
事業の創出能力を高め、幅広い産業分野にお
いて多様な設備ニーズに対応していきます。

小径電縫管事業の更なる成長・発展を目指し
て、3社（ＪＦＥ スチール・JFE 鋼管・川崎鋼管）
の事業を統合し、グループの技術・人材を結
集させて国内・海外での販売力をさらに強化
していきます。

※JFE スチール知多製造所の小径電縫管は2017年
　10月１日にJFE 溶接鋼管に移管

今後の海外展開や国内での競争力の向上を
目指し、JFE 条鋼の仙台製造所をJFE スチー
ルに移管しました。また、スピーディーに事業
戦略を立案・実践し、技術・人材交流を加速
させるため、商品開発・販売・製造を一体化し
た「棒線事業部」を新設しました。

西
日
本
製
鉄
所

知多製造所

仙台製造所

東
日
本
製
鉄
所

一体運営で「つながる製鉄所」に

福山
地区

倉敷
地区

千葉
地区

京浜
地区

基幹
システム
統合

受注・工程データ一元化

千葉地区、倉敷地区のコークス炉を中心に
上工程の設備更新と能力増強を図ること
で、世界と渡り合える製造実力の維持と向
上に取り組んでいます。

千葉地区と京浜地区に最新の発電設備を
導入することで、高いエネルギー効率のもと
製鉄所内の副生ガスを最大限活用し、環境
負荷の低減とコスト効率性の両立を追求し
ます。

全製造拠点の基幹システムのデータベースを
一元化し、生産管理・品質管理のシステムを
刷新することで、拠点間の連携を強化するこ
とができます。また、業務効率化を行い、ワー
クスタイル変革も推進していきます。

倉敷地区熱延工場の5号加熱炉を増設
し、熱延鋼板製造の能力向上を図るととも
に、エネルギー効率の改善によりCO2排出
量の削減にも貢献します。

コークス炉や焼結機などの上工程を整備

エネルギー設備を整備

■主な設備投資のスケジュール

■主な設備投資

コストダウン

製造能力のさらなる向上

システムの刷新で、つながる製鉄所へ

　活発な企業活動や2020年東京オ

リンピック・パラリンピックに関連した

建設などを背景に、堅調な様相を見

せる国内の鉄鋼需要。これらを最大

限捕捉するとともに、コスト削減や安

定生産につながる設備投資を着実に

進めています。

　前中期から継続している設備の更

新・投資により、高級鋼へのプロダクト

ミックスシフトを推進し、競争力向上を

図っています。加えて、情報通信技術

を活用し、製鉄所システムの刷新など

も同時に行っています。

　また、将来を見据えた事業再編を

行い、スチール本体を含めた全体の

最適化を実行します。

　自動車や建設分野における鋼材需

要の増加に伴い、国内市況は緩やか

に回復している一方で、足下の原料

炭価格の急騰が大幅なコストアップ

を誘引しています。そのため、新規稼

働設備によるコスト削減の早期実現

が求められています。

　コークス炉更新などの投資効果お

よび操業改善効果を実現することによ

り、3ヵ年で1,100億円規模のコスト削

減を図ります。
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400

800

15年度 16年度 17年度
（計画）

第5次中期計画
（目標）

1,200
（億円）

350

300

450

1,100億円（3ヵ年累計）

コスト削減や生産の安定化を目指し、コスト削減や生産の安定化を目指し、
積極的な設備投資やグループ会社再編を敢行積極的な設備投資やグループ会社再編を敢行

2017 年 4月※ 2017 年 4月
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Efforts of JFE STEEL-2

海外事業の拡大海外事業の拡大

メキシコ

インドネシア

ベトナム

 NUCOR-JFE STEEL MEXICO

 California Steel Industries, Inc. (CSI)
 AK Steel Corporation
 Benoit Holding Company

韓国

自動車 鉄源エネルギー インフラ

 東国製鋼
 
 
東部製鉄
現代製鉄

米国

カザフスタン
 KSP Steel

台湾
 統一実業

 Gecoss Vietnam Company Limited
 Formosa Ha Tinh Steel Limited（FHS）

 AGRIMECO & JFE STEEL PRODUCTS CO., LTD. 

 J-Spiral Steel Pipe
 Maruichi SUNSCO

PT．JFE STEEL GALVANIZING INDONESIA（JSGI）

 PT．Sermani Steel

マレーシア
 Perstima
 Mycron Steel Bhd.

 嘉興ＪＦＥ精密鋼管（JJP）
 上海宝武杰富意清潔鉄粉

 広州JFE鋼板
 渤海能克鑚杆
 福建中日達金属
 海南海宇錫板工業
福建統一馬口鉄
 江蘇統一馬口鉄

インド
 JSW Steel Ltd.

パキスタン
 International Steels Ltd.

タイ
 JFE Steel Galvanizing (Thailand) Ltd. (JSGT)
 Thai Coated Steel Sheet Co., Ltd. (TCS)
 Thai Cold Rolled Steel Sheet Public Co., Ltd. (TCR)
 Thai Tinplate Manufacturing Co., Ltd. (TTP)

ドイツ
 ThyssenKrupp 
Steel Europe
 Georgsmarienhuette

ギリシャ
 CORINTH PIPEWORKS

エジプト
 KANDIL STEEL S.A.E

 AL GHARBIA PIPE COMPANY LLC

コロンビア
 HOLASA

アラブ首長国連邦

中国

重点分野

4

3

2

1

5
6

経済発展が著しい海外諸国のニーズを確実に掴む経済発展が著しい海外諸国のニーズを確実に掴む

　経済成長を続ける世界各国では、

今後も鉄鋼需要の増加が見込まれて

います。当社は、これまでもアジアを中

心に新たな鉄鋼需要を捕捉するため、

海外展開を積極的に進めてきました。

　第5次中期経営計画では、自動車・

エネルギー・インフラ建材を重点分野

と位置付け、新たにメキシコやUAEに

進出しました。

　高い技術力やノウハウをもとに、世界

的に有力な企業や現地企業とパート

ナーシップを結び、現地のニーズに応じ

た高品質の鋼材を供給していきます。

NUCOR-JFE STEEL MEXICO
JFE スチール 50％出資

米国最大鉄鋼メーカー
Nucorとの合弁

ベトナムには道路や鉄道といった交通インフラや、発電プラントな
ど多くの建設計画があります。堅調な需要に対応するため、ベト
ナム有数の建設・加工会社であるAGRIMECO社と合弁のもと、
現地で建材加工商品の販売を行うAGRIMECO & JFE STEEL 
PRODUCTS CO., LTD.を設立しました。

当社は、台湾の総合石油化学メーカーである台湾プラスチック
グループがベトナムのハティン省で建設している一貫製鉄所プ
ロジェクト（FHS社）に資本参加しました。今後、FHS社の早期
の安定稼働に向け協力し、ベトナムで製造された製品を出資
先やお客様に販売することで、JFEブランドの拡大を目指してい
きます。

東南アジア有数の自動車生産国であり、今後さらなるマーケット
の成長が期待されるインドネシアの高級自動車用鋼板の現地
調達ニーズに対応するため、PT．JFE STEEL GALVANIZING 
INDONESIA（JSGI）で、インドネシア初の自動車用溶融亜鉛鍍金
ラインを2016年1月に稼働しました。

北米の好調な自動車需要を確実に捕捉するため、米国最大の
鉄鋼メーカーであるNucor Corporationと合弁で、メキシコで
自動車用鋼板の製造および販売を行うNUCOR-JFE STEEL 
MEXICOを設立しました。自動車用溶融亜鉛鍍金ラインをメキシ
コ中央部で建設し、2019年中に稼働させる予定です。

当社と伊藤忠丸紅鉄鋼、およびアブダビ首長国100％出資の投資
事業会社SENAAT社が出資するAL GHARBIA PIPE COMPANY
は、2016年4月にアブダビにある大径溶接鋼管工場の建設予定
地で鍬入れ式を行いました。2018年10月の営業生産を目指して
建設を進めていきます。

ベトナムで建材販売合弁会社を設立

ベトナムでの鉄源確保に向けて JSGIがインドネシア初の
自動車用溶融亜鉛鍍金鋼板製造設備を稼働

NAFTA地域で自動車用鋼板合弁事業を展開

アラブ首長国連邦で大径溶接鋼管合弁事業を展開

中国での鋼管・鉄粉の会社設立
自動車生産の増加が見込まれる中国で、台湾最大の伸管メーカー
の萱華工業股　有限公司、伊藤忠丸紅鉄鋼と合弁で嘉興ＪＦＥ精
密鋼管有限公司を設立し、製造を開始しました。また、中国宝武鋼
鉄集団の子会社と偏析防止プレミックス鉄粉の製造・販売を行う
上海宝武杰富意清潔鉄粉有限公司を設立しました。 

第 5次中期期間中に
主に投資・生産開始した拠点

1

3

5

2

4

6

JFE GROUP TODAY 2017 JFE GROUP TODAY 201727 28



Efforts of JFE STEEL-3

研究開発の推進研究開発の推進

0

100

200

300

400
■ JFE スチール研究開発費

12～14年度
（4次中期計画）平均

15年度 16年度

（億円）

300 326 331

亀裂
亀裂は直線的に伝播

方位制御なし

外部
反力

亀裂
亀裂がジグザグに
伝播し抵抗

当社技術
鋼板

結晶粒の
方位

（模式的）

亀裂が
伝播する
方向

【従来の方法】

自然落下

脱硫剤

銑鉄

【今回開発した方法】

高速の搬送
ガスとともに
脱硫剤を添加

前チャージの
スラグを熱間
で再利用

反応効率
が悪い

銑鉄

撹拌設備

投射管

プロセス開発

商品開発

JFE STEEL HIGHLIGHT 2016
2016年

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

アブダビ首長国連邦の大径溶接鋼管工場の建設予定地で
鍬入れ式を実施

文部科学大臣賞表彰式（冷間タンデムミルの高速圧延技術）

市村産業賞贈呈式（Super-CR）

福山地区と京浜地区で祭りを開催

冷間ロールコラムの耐火被覆を低減し大臣認定取得

LNG船用YP460Mpa級高アレスト鋼板を開発し世界初適用

製鉄所基幹システム刷新に着手

米Nucor社とメキシコでの自動車用鋼板合弁事業を決定

建築構造向け制振デバイス「JFEの制振壁」が評定取得

全国発明表彰発明賞表彰式
（プレス成形性に優れた590～980MPa級GA鋼板）

JFE 東西硬式野球部が第87回都市対抗野球出場

欧州ガス運搬用パイプライン向け鋼材を受注

座屈拘束ブレース「J-ROD®ブレース」を新開発

独ティッセン・クルップ・スチール・ヨーロッパ社との
クロスライセンス契約締結

国内初「ミルシート偽造判定システム」を稼働

当社が技術支援したブラジルのゲルダウ社厚板ミル稼働式

JFE STEEL GALVANIZING INDONESIA 開所式

JFE 鋼管・川崎鋼管の統合を発表

千葉地区で祭りを開催

JFE 西日本硬式野球部が第42回日本選手権出場

千葉地区第６コークス炉A団完工・稼働式

倉敷地区・知多製造所で祭りを開催

ＪＦＥ 条鋼仙台製造所の当社への移管発表

世界最高強度1,470MPa級冷延ハイテンの新開発・実用化

マリンストーン®が日経地球環境技術賞授賞

出荷・納入システム「One JFE®」稼働

新機械振興賞受賞(表面処理鋼板の非接触通板制御装置)

メガコンテナ船用極厚アレスト鋼の開発

メガコンテナ船用設計・溶接技術の開発

ベトナムで建材販売合弁会社を設立

倉敷地区5号加熱炉稼働式

冷間コラム珪酸カルシウム板耐火被覆厚低減

宝武鋼鉄集団と中国での鉄粉事業の合弁会社設立

福山地区焼結機更新を発表

千葉地区の事業所内保育所の開所式

インドネシアSPINDO社への出資

倉敷地区第2コークス炉稼働

2017年

鉄という素材の可能性を極限まで追求する技術開発鉄という素材の可能性を極限まで追求する技術開発

　第５次中期経営計画では、技術開発を強化・推進してきま

した。10年先を見据え、お客様や社会のニーズを先取りし

た新商品や利用技術の開発、および世界最高水準の地球

環境技術や省資源技術の開発を加速するとともに、革新的

なプロセス開発による画期的な新商品の創出と高品質な商

品製造技術の確立を強力に推進していきます。

従来溶接

当社技術（J-STAR®溶接）
スパッタ・ヒュームが少ない

従来のエコガルの優れた溶接性・加工性
を維持し、表面外観を向上させた電機・
建材・自動車向けのエコガルNeo®を開発
し、生産を開始しました。当社で製造し、当
社とJFE 鋼板が販売します。

2015年に建材センターを立ち上げ、グルー
プ一体で商品開発や拡販を戦略的に進
めています。JFE シビルやJFE 建材などの
グループ会社やお客様と一緒に商品や工
法を開発して成果をあげています。

当社とJFE コンテイナーは水素ステーション
の建設コスト低減に寄与する蓄圧器を開
発しました。JFE コンテイナーが設計したも
ので、当社鋼管のライナーに炭素繊維を巻
き付けた、水素貯蔵用の容器です。

燃費向上によるCO2排出量削減を目的と
し、車体軽量化と衝突安全性向上を可能
にするハイテンを開発しています。また、高
強度だけでなく、部品を成形する際に必要
な加工性も追求しています。

コンテナ船の大型化による輸送効率向上を支える技術として、世界最高厚の板厚100mm
でYP460Mpa級の高アレスト鋼板を開発しました。また、超極厚アレスト鋼として世界で初
めて溶接性とアレスト性能を高度に実現しています。さらに、当社とJMUは共同で、超大型コ
ンテナ船で脆弱き裂の伝播を停止できる「構造アレスト設計技術」と、J-STAR®溶接を活用
した製造効率を高める「狭開先アーク溶接技術」を開発しました。

エコガルNeo®の開発

建築用鋼材の開発水素ステーション蓄圧器の開発 自動車用鋼板の開発

高アレスト鋼板およびメガコンテナ船用設計溶接技術の開発

長さ約1.6mの試作品
デザイン性に優れた座屈拘束ブレース

「J-ROD®ブレース」
1,470MPa級超ハイテンを使用した

バンパーレインフォースメント

お客様からのさらなる品質向上に対するご要望に対
応するため、「スマート制御技術」を活用した世界初
のインテリジェント制御熱延スキンパス設備を開発し
ました。これは、板厚や形状ならびに通板時の蛇行な
ど、多くの変数を最適制御することで、世界最速の自
動運転圧延を可能にしたものです。能率向上と品質
安定化を同時に実現することで、生産量の拡大・収
益向上を実現していきます。

溶銑予備処理プロセスにおいて、「脱硫剤投射法」
「スラグホットリサイクル法」を開発し、全社の製鋼
工場内の機械撹拌式溶銑脱硫設備に導入しました。
これにより、従来方法と比べ、脱硫剤の反応効率は
約２倍に向上、発生スラグ量は３０％低減し、世界最
先端のエネルギー効率・資源循環率・環境保全技術
に貢献しています。

高生産性インテリジェント制御熱延スキンパス設備

地球環境に優しい高効率溶銑脱硫技術
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